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要 旨 

仮説「ソファから受ける触知覚は，体格差，主に体重差により異なる」（1）（2）を確認するため，クッションの硬さを

変更可能な評価用ソファを用いて，座り心地についての主観評価と,クッションの沈み込み変位量を測定した. 

クッションの沈み込み変位量は，ラック＆ピニオンの原理で測定する方法に変更し精度が向上した．座面のスラブ

クッション 2種（ソフト・ミドル）のうちミドルの沈み込み変位量は体重に相関し，座り心地に影響することが示唆さ

れた．（本報は 2022 年 12 月 9日に開催された日本人間工学会九州・沖縄支部大会発表「体重によりクッションが変わ

るソファの開発 -第六報 座り心地は体重に左右される-」の抄録（6）の内容に，口頭発表時の補足説明内容を追記し

て作成した.） 

 

1. はじめに 

1.1 社会的ニーズ 

大分県日田市周辺地域の木製家具産業の主力製品であ

るソファについて，人間工学による技術支援を行っている． 

近年では，在宅勤務が一定の割合で定着したことで，ソ

ファの用途がリラックスからワークまで拡大し，1人掛け

のパーソナルソファが注目されている． 

1.2 理論的追及 

ソファの座り心地などの着座時の触知覚は，他の座具

（椅子や乗り物のシート）とは異なる． 

第三報（4）で，包み込まれる感じなど 11項目でそれが評

価できた．それら評価項目の大半は座面等のクッションの

特性に関係している． 

ソファのクッションの特性として，他の座具と明確な違

いがあるものに「厚さ」がある．椅子や乗り物のシートに

比べて厚い．この厚さにより，身体を支える．臀部や大腿

は，複雑な触知覚を有する． 

本研究では，着座時の触知覚を，表面触・クッション中

間の透触（transparent touch）・底部の底つき感に作業仮

説（working hypothesis）として分類している．（Fig.1） 

人がソファに座るときの過渡現象（ transient 

phenomena）Fig.2 は，体重により着座時の沈み込みが発生

する． 

 

 

 

 

 

Fig.1 ソファの特別な知覚現象を印象付ける 

ソファの特殊な着座動作 Posture Surfing 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 沈み込み変位量と時間の関係 
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本報告では，骨盤の傾きを防ぐ仙骨サポート他，複数の

知 見 の 総 合 に よ り 実 現 さ れ る 高 機 能 座 面 high 

functioning seat pan concept（HFSP）(3)のコンセプトに

従ったソファを設計し評価した． 

また，ソファのクッション部分の触知覚は，表面面・透

触面・底つき面の三つに分類されると仮定した．  

このうち透触面は，着座時の transient な過程での知覚

現象を指すとされ，複数の材料を複合的に積み重ねて作ら

れているソファのクッション部の座り心地は，透触面から

の触知覚が大きな影響を与えている可能性がある． 

本報では，ソファの透触面から受ける触知覚は，座って

いる人間の体格差（体重差＋下腿長）により異なると仮定

し，仮説 1・2 について確認することを目的に，用途に応

じて健康で快適に使用できるよう体格差に対応したソフ

ァの設計と椅子と人が対話するシステムを開発し評価し

た． 

・仮説 1 沈み込み変位量は体重に相関し，座り 

心地に影響する． 

・仮説 2 適度な沈み込みが，よりよい座り心地 

を生ずる． 

 

2. ソファモデルと実験方法 

実験用ソファは，利用者が体格に合わせて仕様の異なる

クッションの好みの組み合わせを選択できる，フレームと

クッションの分離仕様とした． 

クッションは，2 種（ソフト・ミドル）の硬さの座面用

スラブクッション，硬さ（ソフト・ミドル）と高さの異な

る背面用かまぼこ状クッション 3種，座面後方に仙骨サポ

ートクッション（ハード）1種を配置した． 

クッション表面と床面には圧力センサーを取り付け，発

信装置（ErgoDevice）と専用ソフト（ErgoDeviceCAM）でデ

ータを取得した．（Fig.3） 

被験者は（株）アサヒ大川ショールームの一般来店者や

関係者，女性 3 名，男性 10 名に協力いただき，最小体重

者は 53.3Kg，最大体重者は 85.0Kg であった． 

クッションの沈み込み変位量は，座骨結節部が乗る部分

の中心から右に 5cm 離れた位置に，ラックギアを貫通させ

ピニオンギアを取り付けたポテンショメーターの回転量

を計測した． 

主観評価は，クッションの最も座り心地のよい組み合わ

せを選択後，深く沈み込む感じ，跳ね返る感じ，底に付く

感じ，締め付ける感じ，心地よい感じ，不快な感じ，総合

して座り心地が良い感じ，の 7 項目を 5 段階で評価した． 

また，整形外科クリニックに評価用ソファ着座時の X線

撮影を依頼し，仙骨サポートクッションの有無による骨盤

や腰椎の状態を比較した．（Fig.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・座面クッション    ・実験用ソファの構成 

Fig.3 実験用ソファでの沈み込み変位量の計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 整形外科クリニックでの X線撮影 

 

3. 結果 

第三報（4）では，ロール状クッションの沈み込み変位量

が体重を概ね反映することを報告した． 

本報では，被験者 13 名がスラブクッションに座った際

の沈み込み変位量と体重の関係についての結果を Fig.5

に示す．ミドルについては相関係数 r=0.713349 であり，

ｔ検定では有意であった（p < 0.05）．よって座面クッシ

ョンミドルの沈み込み変位量は体重に相関している． 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5 椅座時の沈み込み変位量と体重の関係 

 

沈み込み変位量は座り心地にも影響すると考えられる 

ため，被験者にその場で主観評価（SAS）を取ったとこ

ろ Fig.6 のような結果であった． 

総合して座り心地がよいと回答した沈み込み変位量の
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範囲は，61～97mm であった．以上により沈み込み変位量

は座り心地に影響し，適度な沈み込みがよりよい座り心

地を生ずると考えられる． 

X線撮影の結果，整形外科医より「仙骨サポートクッシ

ョンが腰椎の前弯に影響を与えている可能性がある」との

見解であった．（Fig.7） 
 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6 椅座時の主観評価 

 

 

 

 

 

 

 

仙骨サポートあり      仙骨サポートなし 

Fig.7 X 線で骨盤や腰椎の状態を確認(5） 

 

4. 考察 

実験用ソファの沈み込み変位量の測定では，第三報（4）

で報告した指し棒を見直し，ラック＆ピニオンの原理で測

定する方法に変更し精度が向上した． 

本実験において，スラブクッションの沈み込み変位量は

被験者の体重を概ね反映し，座り心地に影響することが示

唆された． 

また，総重量を測定する Gross Weight 測定装置を利用

し，椅子と人が対話するシステムを開発した．（Fig.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8 GrossWeight 測定装置を利用した 

椅子と人が対話するシステムの開発 

今後，主観評価で座り心地が良いと感じた沈み込み変位

量等を参考に，体重により最適なクッションが選べるソフ

ァの開発を進める． 
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